
醗隷毅 NO．198

2
醇

編集と発行白石市役所総務課・宮城県白石市字桜小路35昭和35年11月7日第三種郵便物認可印刷小泉印刷㈱

略噛購一幽、．働、毒必鰺〆と
　　旧白石大堰取入口



収
入
役
に
斎

　
　
　
　
つ

離。肺繍藤
斎
藤
皆
五
郎

白
石
市
字
清
水
小
路
一
天

氏
就
任

満
了
に
伴
う
、
市
収
入
役
に

、
過
般
開
催
さ
れ
た
市
議
会

て
、
同
意
を
得
ま
し
た
の
で
、

日
付
け
で
、
発
令
さ
れ
ま
し

　白石市「財政状況の公表に関する条例」の

定めるところにより昭和50年4月1日から昭

和50年9月30日までの期問について市の財政

状況をお知らせいたします。

白石市長麻生寛道

計会

般　会　計

国民健康保険

宅地造成事業
貸　付　資　金

白石市簡易水道

合　　　計

昭和50年度（再騎）会計別総括表

　　　　　　　　昭和50年9月30日現在（単位千円）

　　　　　　　　　　　　　歳　　　出　　　　　歳　　　　　入
予算現額

　　　　　　　　　　　支出済額　　　調定額　　　　　　　　未収入額　　　　　　収入済額　　　　　　　　　　　　　　予算残額
3，110，560

881，308

6，248

328，200

4，326，316

2，239，296

307，175

3，914

19，271

2，569，656

ユ，896，911

287，685

3，021

19，271

2，206，888

342，385

19，490

893

0

362，768

1，376，190

292，630

2P848

319，086

1，990，754

1，734っ370

588β78

3，400

9，114

2，335，562

昭和50年度一般会計歳入歳出予算

依 自

　　933、161千円　　　　　917’954千円

　　（30％）　　歳入予算額　　（29・51％）

　　　　3，110，560千円

　　　　　（100％）

　　　　　　　市
　　　746，893千円
　　　　　　　　　　　　（24．OI％）

　存地方交付税　市税　主

財

　　　　　　　　　　　源

　　　　　　　　　　　　財

源　　国県支出金

　　　　　　（61．84％）

　　　　　169，400千円（5．45％）
74，056千円

（2．38％）地方譲与税27，663千円（0・89％）

　　　自動車取得税　　　．』　　　　　43，069千円（1，38％）
　　　父　付　金
　　　交通安全対策
　　　　　　　3，324千円（0．II％）
　　　特別交付金

（38．16％〉

び
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料
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金
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金
担
料
数
　
　
附
入
越
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用
産

分
負
使
手
財
寄
繰
繰
諸

24，190千円（0，78％）

39，599千円（1．27％）

106、994千円（3，44％）

1、II3千円（0．04％）

　373千円（0，01％）

50、001千円（1．61％）

46，826千円（1．50％）
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　　　　84，660千円　　　　（2．72％）　　　　　　　　　　　　　　98’375千’円

　　　　　　　　　　　　　　（3．16％）　　107，151千円
　　β，45％）　　　勃そ

　　　　衛生費　　　　　　　　　678’141千円
　　　　　　　　　　　（21．80％）　　　　223，417千円
　　　　（7．18％）

　　　　　　　　歳出予算額
　　　農林水産業費　　　29・，549手円　3・110・560千円、教育費

　　　　（9．34％）　　　（100％）

　　　　　　土木費　　　　　　　　622，601千円
　　　　　　　　　　　　（20．02％）
　　　　　394，294千円　　　総務費
　　　　　（12．68％）

259，096千円

（8．65％）

497、197千円
（15，98％）
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昭和50年度主な事業一
農業構造改善事業

林道開設改良事業
市　ユ＿尽整備事業

県営基幹農道整備　事　業　負　担　金

圃場整備事業補助金

遊歩道整備事業
失　業　対　策　事　業

交通安全対策施設整備事業

老への宿泊施設新築事業

137，002千円

25，010干円

10，654干円

5，733干円

8，720干円

6，000干円

12，658千円

5，490千円

10，292千円

道路橋梁整備事業
公　園　整　備　事　業

公営住宅建設事業
各小中学校補修事業

白川小学校屋内運動場新築事業
福岡小学校校舎改築事業

福岡小学校不忘分校
へき地集会室新築事業

白川公民館建設事業

災害復旧事業

129，107千円

10，054干円

117，313千円

12，794千円

37，197千円

157，762干円

11，647干円

47，875干円

4，775干円

ぎ
箕

　　　　　　　　　　　　　　　　　白石市の財政報告

昭和49年度一般会計歳入歳出決算

依 ．自

　995、140干円　　　　　　936、955千円

　（30、88％）・歳入決等顧　　（29．07％）

　　　　　　　　　　　　財　　　　3，222レ658千円

　　　　　（loO％）『冨

　　国県支出金　　　　　394，143千円
　　621、179千円　　市債　　　（12．23％）　源

　　（19．28％）

　　　　　　　202，200千円
　　　　　（6．27％）

　存　地方交付税　　市税　主

財

　　　　　（58．70％）

〔

（2．27％）

　地方譲与税27，958千円（0．87％）

　自動車取得税
　　　　41，656千円（1，29％）　交　付　金
　交通安全対策
　　　　　3，427千円（0．I　I％）
　特別交付金

分担金及び
　　　　l　I9、192千円（3，70％）
負　担　金

使用料及び
　　　　33、630干一円（1．04％）
手　数料
財産収入　　63，232千円（1．96％）

寄附金　 4，269千円（0、13％）

繰入金　 1，329千円（0，04％）

繰越金　106，406千円（3．30％）

諸収入　66、085千円（2．05％）

（41．30％）

　昭和49年度一般会計および

特別会計の決算概要は歳入決

算額は4，／83，198，918円、歳

出決算額は4，029，410，187円

で、このうちには、翌年度へ

繰越す財源として一般会計に

35，606，480円が含まれており．

決算剰余金は／／8，182，252円

となっております。
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174、197千円
（5．64％）

66，577千円
（2．16％）

　　　　　　　民生費

　　　　　　　615、074千円

梶　　
（19’92％）

　　秘
衛生費　　　　取出決算額
234，841千円　310B61784網　教育費
（7，61％）

　　　　　1（10吻　593，562千円
　　土木費　　　　　　　（旧、23％）

　　487，953千円　　総務費
　　（15、81％）
　　　　　　513，275千円
　　　　　　（i6。63％）

昭和49年度会計別決算総括表

会　計　別

計会般

国民健康保険

白石市簡易
水　道　事　業

宅地造成事業
貸　付　資　金

合　　　計

歳入決算額

3ラ222，658，056

711，137，847

9，259，668

240，143，347

4・183・19影918

歳出決算額

3，086，783，692

693，416，604

9，066，544

240，143，347

4，029，410，187

歳入歳出差引額

135，874，364

17，721，243

193，124

0

153，788，731

翌年度へ繰越
すべき財源

（単位円）

35，606，480

35，606，480
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市
内
に
二
つ
あ
る
市
立
児
童
館
は
、

「
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
与
え
て
、

そ
の
健
康
を
増
進
し
、
ま
た
情
操
を

豊
か
に
す
る
」
目
的
で
建
設
さ
れ
ま

し
た
。

　
施
設
は
、
輪
投
げ
、
卓
球
台
、
ゲ

ー
ム
な
ど
が
出
来
る
遊
戯
室
兼
集
会

ゲ
ー
ム
大
会
…
第
一

室
、
図
書
室
、
静
養
室
に
遊
具
付
き

の
遊
び
場
な
ど
か
ら
な
っ
て
お
り
ま

す
。　

第
］
児
童
館
は
木
村
館
長
外
二
名

の
指
導
員
、
第
二
児
童
館
は
細
田
館

長
外
二
名
の
指
導
員
に
よ
っ
て
、
遊

具
に
よ
る
体
育
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考
案
し
て
、

み
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で
お
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つ
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第
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し
み
な
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身
体
つ
く
り
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進
め

て
い
ま
す
。
体
育
を
通
し
て
、
協
調

精
神
や
礼
儀
作
法
を
学
ぶ
な
ど
児
童

の
集
団
的
な
指
導
に
心
が
け
、
成
果

を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
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も
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一
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均
利
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上
あ
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共
働
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お
り
ま
す
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市
内
の
子
供
は
誰
れ

で
も
利
用
出
来
ま
す
の
で
、
大
い
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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コ
広
場
の
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設

や
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児
童
施
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の
整
備
拡
充
、
そ
し
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各
地
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に
あ
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青
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年
の
育
成
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種
グ
ル
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活
動
の
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に
努
め
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健
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か
な
青
少
年
”
　
”
明

る
い
社
会
”
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豊
か
な
幸
福
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を
め

ざ
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努
力
し
て
お
り
ま
す
。
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そのときあなたは…くらしの中の防災

　　　日日濯日8：25～8：30

　1日＝こわいたばこの投げすて
　8日＝危い！子供の火あそび
　15日＝火災警報
　22日＝グラッ！ときたらまず火の始末
　29日＝春の全国火災予防運動

台放送仙
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ごぞんじですか一防災ミニ百科
　　　土臼星日9二55～10：00

　　7日＝避難器具を備えよう

　　14日＝家庭での応急手当

　21日＝初期消火のやり方

　28日＝春の全国火災予防運動

ミヤギテレビ

厭
響

型
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嘆
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椒

“火災予防呼びかけ

　　消防団員市内パレード，，

　白百市消防団（太宰虎太郎団長）の

出初め式か6日、白石第1小学校校庭
でロ行われました。

　欠宰卜月長以下8分団50し）名が、そろ

いのハ・ソピ姿で元気に整列、市長代理

阿部助役の「団員として誇りと自覚を

持って防火活動に努めて欲しい」と挨

拶かありました。

　式終了後、ハッピ姿に身を固めた団

貝が市内をパレードして、市民に火災

予防を呼びかけました。

　　　　　　一一一
ボδ葱

メー霧が

　　　　6‘ただ一人学生服で

　　　　　　　　F成人式に参加，，

　成への日の15日、市内の728人（男
324へ、女404人）が晴れて大人のf中間

入リをしました。

　男性でただ1人が学生服で参加簡素
1ヒ運動にチョッピリ協力、女性は晴れ

着姿で参加しました。

　式典は市長の式辞と来賓の祝辞があ

り、記念品の贈呈が行われ、青春の生

き方「人間とは」と題し東北学院大学

森健一先生による記念講演がありまし
た。

史
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受
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か
か
っ
た
わ
け
で
あ
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。
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ど
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の
用
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灘
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石
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き
と

　
　
　
　
　
　
め
、
当
初
は
現
在
の
蔵
本
ダ
ム
の
下

　
　
　
　
　
流
か
ら
取
入
れ
て
い
た
が
、
築
城
以

　
　
九
代
景
貞
は
文
化
十
四
年
に
白
石

　
城
主
と
な
っ
た
が
、
慢
性
の
病
気
の

　
た
め
、
翌
年
に
は
四
十
三
歳
の
壮
年

　
な
が
ら
隠
居
し
、
そ
の
後
二
十
余
年

　
間
常
磐
崎
別
邸
に
閑
居
し
て
憐
謝

　
（
俳
号
は
鬼
孫
と
称
す
V
や
絵
筆
に
親

　
し
む
生
活
を
送
っ
た
。

　
　
十
代
宗
景
は
智
勇
兼
備
の
人
、
］

　
八
］
八
年
二
十
一
歳
の
時
か
ら
四
十

　
六
年
間
白
石
城
主
だ
っ
た
。
そ
の
間

　
仙
台
藩
の
国
老
を
十
余
年
勤
め
上
げ

”
文
久
三
年
2
八
六
三
）
に
は
孝
明
天

　
皇
の
融
胤
加
八
幡
宮
行
幸
の
列
外
先

　
供
を
許
さ
れ
、
階
臣
と
し
て
破
格
の

、
待
遇
を
、
嘗
釜
ど
片
倉
家
屈
指
の

　
英
主
で
あ
る
　
彼
の
最
初
の
仕
事
は

　
白
石
城
再
建
の
大
事
業
だ
っ
た
。

　
　
文
政
二
年
二
八
一
九
）
五
月
全
焼

　
後
、
翌
年
正
月
に
幕
府
老
中
の
許
可

沼
　
寅
治

来
長
年
月
が
た
つ
に
従
い
、
河
床
が

低
く
な
っ
て
不
通
と
な
っ
た
の
で
、

逐
次
上
流
に
取
入
口
を
移
し
て
い
っ

た
。
天
保
元
年
二
八
三
〇
）
こ
ろ
に

は
橿
妙
沸
（
現
在
の
農
林
年
金
会
館

上
手
の
崖
の
そ
ば
）
に
取
入
口
が
あ

っ
た
が
、
鱈
か
の
出
水
で
も
壕
が
落

ち
て
不
通
と
な
る
の
で
上
流
に
取
入

口
を
移
さ
ね
ぱ
な
ら
ぬ
が
崖
に
な
っ

て
い
る
難
工
事
な
の
で
、
労
役
強
制

の
割
あ
て
も
限
度
を
越
え
、
財
政
難

の
片
含
家
で
馬
加
諦
事
業
と
し
て
は

手
の
下
し
よ
う
も
な
か
っ
た
。

　
こ
の
時
、
立
ち
上
っ
た
の
が
片
平

家
中
の
片
平
観
平
（
友
寿
）
翁
で
あ
る
。

翁
は
私
財
数
百
両
を
投
じ
て
人
夫
資

材
を
集
め
、
四
年
の
歳
月
を
費
や
し

て
磁霧（

表
紙
写
真
参
照
、
通
称
穴

口
）
か
ら
現
在
の
ダ
ム
の
所
ま
で
二

百
五
十
余
間
の
間
ト
ン
ネ
ル
を
う
か

つ
難
工
事
に
成
功
し
た
。
以
来
百
二

十
年
終
戦
後
ま
で
大
堰
の
取
入
口
と

し
て
使
用
さ
れ
、
地
方
産
業
に
絶
大

な
貢
献
を
し
た
の
で
あ
る
。
翁
の
頭

襟
働
は
大
正
四
年
城
山
神
明
社
大
島

居
脇
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
旧
ト
ン

ネ
ル
用
水
は
そ
の
後
不
用
と
な
っ
た

が
、
現
在
も
電
動
揚
水
に
よ
っ
て
蔵

本
地
区
の
約
二
十
町
歩
の
濯
概
用
水

に
利
用
さ
れ
殖
産
に
貢
献
し
て
い
る
。

5



業
可
工

認
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事
　
月

　
画
2

道
撫

　
期
荷

水
　
循

　
1
孝

　
　
道

下
第
市

　白石都市計画下水道事業が県知

事の承認を受け全体計画が決定し

ました。1月7日下水道事業認可

がおり、いよいよ2月市道稲荷丁

線よ1）工事に着手することにな1）

ました。

　下水道計画は県が行う阿武隈川

下流流域下水道に西堀地内におい

て市下水道と接続します。市街地

に約70億円の費用を投じ昭和57年

までの8ヵ年で幹線l！，650m枝線、

61，000mの下水道管（250mm～1，350

mm）を網の目のように街中の道路

に埋設します。このほか雨水排除

を目的とする都市下水路15，690m

を築造して市内の浸水防止を計り、

明るい、住みよい街づくりが始ま

1）ます。

用水路の断水をします

利用者は事前に措置を

　白南地区県営ほ場整備事業施行

のため、用水路の断水をします。

　用水を利用している方は事前に

措置されるようお知らせいたしま

す。尚火災予防にも心をくばって

ください。

1〉断水目

濫1｝一

自石市の人ロ

総人口
　男

　女

世帯数

1月1日現在

4！，283人

20，103人

21，180人

9，918世帯

7

　
　
を

鮒
届

老
況

（
ま
現

金
者
で

　
給
ま

年
受
日

　
　
　

民
　
－

　
　
月

国
　
2

　年金の支払いは、年4回（通算

老齢年金は年2回〉、皆さんが希望

した銀行や郵便局を通じて自動的

に送金されていますが、引き続い

て年金を受けるためには、年に1

度現況届を提出していただくこと

になっています。

　この現況届は、年金受給者が今

後も引き続いて年金を受ける権利

があるかどうか等を、確認を受け

るための大切な届けです。

　今回この現況届を提出する方は、

昭和50年2月15日以前から国民年

金または通算老齢年金を受けてい

る方です。

　2月15日までに必ず「国民年金

受給権者現況届」を提出してくだ

さい。

　現況届用紙が直接受給者のみな

さんに送られることになっていま

すので市長の証明印をもらい、切

手をはって2月15日までに送って

ください。詳しくは、市役所国民

年金係（E⑤2111内線133）へ

老人福祉センター
宿泊施設ご利用ください

書道・囲碁　　10・24

謡曲・詩吟　　13・27

盆栽　　　　　4・18・25

民謡　　　　8・20
生花　　　　4・18
茶道　　　　5・19

“新春、囲碁将棋大会，，

申込みはm日まで

　新春囲碁将棋大会を開きます。

愛好者が一一堂に会し、ゲームを通

して相互の親睦を深めようではあ

りませんか。

〉日時2月15日（日）8：30集合

》場所　白石市中央公民館

〉会費300円（昼食代）
〉申込期日　2月10日

レ申込先　白石市中央公民館へ会

　　　　費を添えて

たばこの火

捨てるな投げるな

　　　　　ついたまま

白石市消防署

勤労青少年ホーム

日本舞踊菊村流　2．9．16．23

茶道裏千家流　3．10．17．24

料　　理3．10．17．24
華道池坊5．12．19．26
華道小原流6．13．20．27
粛目　　　　　　　　　3首　　6　．　13．　20．　27

和　　裁7．14．21．28
フォークダンス　3．IO．17。24

社交ダンス5．12．19．26

スイトピー　5．12．19．26
民謡愛好会6．13．20．27

ギター7．14．21．28
ピンポン3．5．10．12
　　　　　　　17．　19．　24．　26

2　月　の相談日

相　談　区　分

行　政　相　談

定期生活相談

社会保険相談

高齢者職業紹介

人権無料法律

相談目

5

5・16・25

23

3・17
5

時　　　問

10；00～12：00

10：00一一12：00

10：00～15：00

10：00～12＝00

10：00～12：00

場 所

市役所市民相談室

市役所第2会議室

所役市

市役所福祉事務所

斤一
月

凡
又市

昭和51年度　市県民税申告相談日程表
　　　　　　　　　　　　　　　　　（2月）

月　日

2月2日

3

4

5

、
b

10

12

13

16

17

18

19

20

23

24

25

26・27

曜

月

火

水

木

金

月

火

木

金

月

κ

水

木

金

月

火

水

木・金

時　　 問

9　3D～12：00
亘3　0Q～15：30

930－12＝OO
13．OO－15：30

9＝30～15：30

9　30－12＝OO
I3・OO～15：30

9：30～12；00
13：00－15　3〔1

9：30－12　00
13：00～15＝30

9＝30～12：00
13；00－15＝30

9；30～12：00
13；α〕～15：30

『
｝

9；30～12’OO
l3：00～15　30

9：30－12　00
13；OG～15．30

9＝30～12＝00
13＝00～15：30

930－12；00
13　00～15：30

9　　30一王2：00

13　00－15＝OO

930～12’OO
正3　00『15　00

930－1200
13　00－15　00

930…1200
13　01）一15，00

9，30～15　00

930－1200
13・00～15　00

9：30－12：00
13；00～15；00
9：3（〕一12；00

13＝00～15：00

『
『

9’30～12：00
13　00－15　00

93D～1200
13　00『15，00

9：0D－16；00

地　区

越　河

斎川

大　しF

大　尺

白　川

小　原

福　岡

曼付　区域

　　5
－0

8

q
』

『

　
『～

畠

8
｛

臼
『

ll：112

5

上戸沢

小久保平

下戸沢
冷清水

大　能
赤井畑

塩倉東
中北

新町　猿鼻

赤坂
明戸　湯ノ亡

山ノ下　下原
1．原

沖
山恨

八宮

大網　芹沢

西区上　西区下
南区

北区
東区

農業確定中告

場会

越河出張所

斎川出張所

大　乎分室

大贋沢出張所

白川公民館

犬卒者5婆集会戸斤

上戸沢集会所

小久保平集会所

下戸沢集会所

赤井畑集会所

・原出張所

新町集会所

明戸集会所

福　岡　分室

八宮生盾センター

南区集会所

北区集会所

市役所大会議室

※3月の日程は次号でお知らせいたします。

　
所
得
税
の
申
告
納
税
期
問
は
、
二

月
十
六
日
～
三
月
十
五
日
ま
で
（
市

県
民
税
の
申
告
相
談
は
別
紙
の
と
お

り
）
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
忘
れ
ず

に
早
目
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告

　
納
税
者
が
、
昭
和
五
十
年
中
の
㎜

年
間
に
得
た
所
得
と
、
そ
れ
に
対
す

る
税
額
を
計
算
し
、
納
め
過
ぎ
や
不

足
分
を
精
算
す
る
も
の
で
す
。

　
市
県
民
税
の
申
告

▼
　
一
月
一
日
現
在
市
内
に
住
ん
で

　
い
て
五
十
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た

　
方

▼
　
給
与
所
得
の
ほ
か
に
地
代
、
家

　
賃
、
配
当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た

　
方

▼
　
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
の
あ

　
る
方
で
市
外
に
住
ん
で
い
る
方

申
告
に
必
要
な
書
類
等

▼
　
所
得
な
ど
の
計
算
資
料

▼
　
生
命
保
険
な
ど
の
証
書
ま
た
は

　
支
払
受
領
書

▼
　
医
療
費
の
受
領
書

▼
　
印
鑑

（
国
民
健
康
保
険

　
一
九
七
五
年
二
月
号

　
林
田
史
朗
よ
り

税
の
申
告
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
二
月
一
目
～
三
月
十
五
日

＊
国
保
財
政
の

　
　
ピ
ン
チ
を
防
ぐ
に
は

　
病
院
（
医
者
）
に
か
か
っ
た
と
き
、

保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証
）
を
提
出
す
れ
ば
、
そ
の
時
か
か

っ
た
医
療
費
の
三
割
を

窓
口
穫
払
え
ば
、
あ
　
「

と
の
七
響
を
国
保
が
支

払
あ
が
・
国
保
」
の
　
康

制
度
で
す
・
］
　
　
健

　
こ
の
よ
う
な
佃
度
の

も
と
で
菌
保
会
計
の
と

医
療
費
は
、
年
羅
加
保

し
て
お
り
ま
す
　
医
療

費
が
増
え
る
と
保
険
税
国

の
値
上
げ
を
し
な
け
れ
　
　
　
「
1

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
し
い
て
は
、
被
保
険
者

で
あ
る
皆
さ
ん
の
負
担
が
増
す
事
に

な
り
ま
す
。

いは

　十
　四
　日

　
健
全
な
国
保
を
育
て
る
た
め
に
、

私
達
自
身
の
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り

方
に
ム
ダ
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
、

　
　
　
　
日
常
の
暮
し
に
お
け
る

i
」
　
　
健
康
管
理
に
手
う
す
な

　
費
　
　
と
こ
ろ
が
な
い
か
を
考

　
療
え
て
み
ま
し
よ
う
。

罐
　
国
民
健
康

　
国
　
　
保
険
の

　
う
　
　
　
　
手
続
き

　
ょ
世
帯
主
の
か
た
は
、

　
え

　
考
自
分
の
世
帯
（
被
保
険

1
」
　
　
者
の
資
格
の
あ
る
方
V

　
　
　
　
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き

は
、
十
四
日
以
内
に
届
け
て
く
だ
さ

　
　
交
通
事
故

①
の
願
い

⑤
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮

　
先
日
、
私
の
目
の
前
で
右
折

し
よ
う
と
し
て
い
る
車
に
、
後

か
ら
来
た
車
が
よ
そ
み
運
転
で

激
突
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
め
同
乗
の
母
親
が
怪

我
を
し
ま
し
た
。
家
族
の
世
話

も
出
来
ず
に
お
る
事
で
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
か
ら
多

く
の
入
が
悲
惨
な
思
い
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
信
号
機
の
あ
る
所
で
も
信
号

無
視
で
自
動
車
や
歩
行
者
が
進

行
す
る
こ
と
は
絶
対
や
め
ま
し

ょ
う
。
信
号
待
ち
し
て
い
る
子

供
が
自
転
車
を
半
分
ぐ
ら
い
乗

り
出
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す

が
、
大
型
車
で
も
通
っ
た
ら
と

思
う
と
ゾ
ー
ッ
と
い
た
し
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
大

事
故
に
な
ら
な
い
と
も
限
り
ま

せ
ん
。
歩
行
者
も
運
転
手
の
方

も
皆
ん
な
で
交
通
ル
ー
ル
を
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

先
日
低
学
年
の
子
供
に
、
今

年
の
め
あ
て
は
と
聞
い
た
ら

「
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
」
と
言
っ
て
ま
し
た
。

子
供
な
が
ら
に
交
通
事
故
の
恐

し
さ
を
知
っ
て
い
る
の
で
す
。

昨
年
交
通
安
全
白
石
支
部
婦
へ

部
が
結
成
さ
れ
、
婦
人
の
立
場

か
ら
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
と

努
力
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
］

層
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

6



51．2．1

健簗力幽皇ク瘍弩』
月日

2．2

ワ
一

3

3

4

4

5

9

9
10

10

10

12

18

18

19

23

23

24

25

25

26

行事内容
健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

3ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

健　康　相　談

妊　婦　相　談

12ヵ月児検診

3ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

6ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

3歳6ヵ月児検診

健　康　相　談

妊　婦　相　談

6ヵ月児検診

受付時間

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11＝30

13：00～14：00

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

9：30～11130

13：0〔）～14：00

13：00～13：10

13100～13：10

9：30～11：3り

13：00～14：0〔）

13：00～13：10

9：30～11：30

13：00～14：00

12：30～13：00

13：〔）0～15二〇〇

13：00～15＝00

13：00～13：10

場　　　所

白石市役所
白石市役所
越河出張所
越河出張所
大パ沢出彊所

大ll沢出張所

白石保健所

大　平　分　室

室平大

白川出張所
白川出張所
市　民　会　館

白石保健所
分岡隔

隔　岡　分　至

市　民　会館
斎　　川　　出　　彊～　戸斤

斎　　月1　出　　5長　戸斤

白石保健所
亡県

小原ノじ、13療所

白石保健所

対 象 者

白石地区の方

白石地区の方

越河地区の方

越河地区の方

大鷹沢地区の方

大鷹沢地区の方

10目出生者で越河、
岡、小原地区の方

斎川、大平、大1’『尺、白川、編

大平地区の方

大’F地区の庁

自川地区の方

白川地区の方

昭和5〔）年1月出生の方

10月出生者で白石地区の与

福岡地区の方

福岡地区の与

8月出生者で白石地区の方

蔚川地区のノ∫

蔚川地区の与

日醤不LI47年8月昌さタセのノテ

小原地区のノ∫

小原地区のノ∫

8月出生者て越‘可、

岡、小原地区の方
蔚川、ノぐF、ノく鷹沢、白川、硯

布保健繍め ねがい
　　　　　　　　　　　　　　　　一
　家庭の主婦は一家の健康管理者です。自分の健康管理
はもとよ1）、家族の健康状態を知らなければなりません。

i主婦の健康管理1

①主婦の訴え
　主婦の多くの訴えは、疲れ、胃症状、肩こり、動悸、
息ぎれ、便秘、頭痛などです。これらの中には、異常で
ないものもありますが、成人病、婦人科的疾患等、治療
を要する前ぶれ的なものが多いようです。
②　健康診断の必要
　主婦の多くは、健康診断の機会も少なく、疾病の早期
発見、早期治療の機会にもめくぽれないといわれますが、
自らこれらの機会を作り、市で行なう健康診断に積極的
に参加することが大切です。

　　　　　　　1
③家庭での人間関係
　こどもの教育や養育上の不安、また、結婚後5～10年
もたつと生活が単調になり、ことに中年になると、生活
にゆとり、ひまができ、生活の目標が失われ、心身の疲
労がめだってくる。現代の生活では家族間の心のふれあ
いが失われているといわれ、家族間の人間関係をと1）も
つのも主婦の重要な役目でもあります。
④もっと社会活動を
　心因性の疲労には、心の不安を軽くするよう、夫やこ
どもからの支えや、抑圧している自分の気持を軽くする
ための心の転換をする必要があります。レクリエーショ
ンをしたリ趣味を広げたり、社会活動などを通して視野
を広め、生活に自信を持つことが大切です。

2月の休日当番医
日

1
8

11

嗣
態

日

日

祝

内 科

引地医院52036
柿崎医院52210
亘理医院63355

外　　科
刈田病院　52145

銭谷医院52010
宮城医院⑤2062

※都合により変更になる場合もあります。
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日
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日

内 科

大沼医院52502
芭　医院52410
加藤（f・D医院　⑤2001

外 科

刈田病院⑤2145
加藤（大）医院⑥2653

朝倉病院⑤2101


